
(57)【要約】

【課題】　本発明は、超音波振動子のスキュー角を較正

するための対比試験片を提供する。

【解決手段】　較正装置（１０）は、案内面（１６、１

８）と、案内面（１６、１８）の第１の側面（２０）上

で該案内面（１６、１８）に対して支持された角度ゲー

ジ（１４）とを含む。角度ゲージ（１４）は、案内面（

１６、１８）上の超音波振動子（１００）のスキュー角

を測定するために調節可能である。角度ゲージ（１４）

は、案内面（１６、１８）の全長に沿って摺動可能であ

る。角度ゲージ（１４）は、案内面（１６、１８）と平

行に回転可能に支持される。角度ゲージブロック（７０

）は、角度ゲージ（１４）を回転可能に支持する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
超 音 波 振 動 子 （ １ ０ ０ ） を 較 正 す る た め の 標 準 試 験 片 （ １ ０ ） で あ っ て 、
　 案 内 面 （ １ ６ 、 １ ８ ） と 、
　 前 記 案 内 面 （ １ ６ 、 １ ８ ） の 第 １ の 側 面 （ ２ ０ ） 上 で 該 案 内 面 （ １ ６ 、 １ ８ ） に 対 し て
支 持 さ れ た 角 度 ゲ ー ジ （ １ ４ ） と 、
を 含 み 、
　 前 記 角 度 ゲ ー ジ （ １ ４ ） が 、 前 記 案 内 面 （ １ ６ 、 １ ８ ） 上 の 前 記 超 音 波 振 動 子 （ １ ０ ０
） の ス キ ュ ー 角 を 測 定 す る た め に 調 節 可 能 で あ る 、
標 準 試 験 片 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 角 度 ゲ ー ジ （ １ ４ ） が 、 前 記 案 内 面 （ １ ６ 、 １ ８ ） の 全 長 に 沿 っ て 摺 動 可 能 で あ る 、
請 求 項 １ 記 載 の 標 準 試 験 片 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 角 度 ゲ ー ジ （ １ ４ ） が 、 前 記 案 内 面 （ １ ６ 、 １ ８ ） と 平 行 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い
る 、 請 求 項 １ 記 載 の 標 準 試 験 片 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 角 度 ゲ ー ジ （ １ ４ ） を 回 転 可 能 に 支 持 し た ゲ ー ジ ブ ロ ッ ク （ ７ ０ ） を さ ら に 含 む 、 請
求 項 １ 記 載 の 標 準 試 験 片 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 案 内 面 （ １ ６ ） の 第 １ の 側 面 （ ２ ０ ） 内 に 形 成 さ れ た 第 １ の 較 正 面 （ ２ ４ ） を さ ら に
含 み 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 （ １ ０ ０ ） が 、 前 記 第 １ の 較 正 面 （ ２ ４ ） に 超 音 波 を 送 る よ う に 前 記
案 内 面 （ １ ６ ） 上 に 載 置 さ れ て い る 、
請 求 項 １ 記 載 の 標 準 試 験 片 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 案 内 面 （ １ ６ ） の 第 １ の 側 面 （ ２ ０ ） 内 に 形 成 さ れ た 第 ２ の 較 正 面 （ ２ ６ ） を さ ら に
含 み 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 （ １ ０ ０ ） が 、 前 記 第 ２ の 較 正 面 （ ２ ６ ） に 超 音 波 を 送 る よ う に 前 記
案 内 面 （ １ ６ ） 上 に 載 置 さ れ て い る 、
請 求 項 １ 記 載 の 標 準 試 験 片 （ １ ０ ） 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 角 度 ゲ ー ジ （ １ ４ ） が 、 前 記 案 内 面 （ １ ６ 、 １ ８ ） の 第 ２ の 側 面 （ ２ ２ ） 上 で 該 案 内
面 （ １ ６ 、 １ ８ ） と 平 行 に 支 持 さ れ る よ う に 可 動 で あ る 、 請 求 項 １ 記 載 の 標 準 試 験 片 （ １
０ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 案 内 面 （ １ ６ 、 １ ８ ） の 第 ２ の 側 面 （ ２ ２ ） 内 に 形 成 さ れ た 較 正 面 （ ３ ６ 、 ３ ８ 、 ４
０ ） を さ ら に 含 み 、
　 前 記 超 音 波 振 動 子 （ １ ０ ０ ） が 、 前 記 較 正 面 （ ３ ６ 、 ３ ８ 、 ４ ０ ） に 超 音 波 を 送 る よ う
に 前 記 案 内 面 （ １ ６ 、 １ ８ ） 上 に 載 置 さ れ て い る 、
請 求 項 ７ 記 載 の 標 準 試 験 片 （ １ ０ ） 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 標 準 対 比 試 験 片 に 関 し 、 よ り 具 体 的 に は 、 超 音 波 振 動 子 の ス キ ュ ー 角 を 較 正
す る た め の 対 比 試 験 片 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 振 動 子 は 、 材 料 に 入 射 す る 超 音 波 ビ ー ム を 放 射 す る 。 超 音 波 ビ ー ム は 、 反 射 体 か
ら エ コ ー と し て 反 射 し て 戻 さ れ る 。 エ コ ー 応 答 は 、 伝 播 し た 経 路 の 特 性 を 表 す こ と が で き
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る 。 超 音 波 ビ ー ム は 、 誘 導 角 と ス キ ュ ー 角 と を プ ロ グ ラ ミ ン グ す る こ と に よ っ て 、 空 間 内
の 所 望 の 点 に 向 け る こ と が で き る 。 超 音 波 振 動 子 は 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ さ れ た 誘 導 角 と ス キ
ュ ー 角 と に 対 応 し た 超 音 波 ビ ー ム を 放 射 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 超 音 波 振 動 子 は 、 構 造 体 の 観 察 で き な い 内 部 状 態 を 評 価 及 び 検 査 す る た め に 使 用 さ れ る
。 幾 つ か の 場 合 で は 、 超 音 波 振 動 子 は 、 配 管 の 壁 厚 、 溶 接 の 健 全 性 、 応 力 腐 食 及 び ／ 又 は
割 れ を 評 価 す る た め に 使 用 さ れ る 。 特 に 核 エ ネ ル ギ ー 産 業 で は 、 原 子 炉 の 様 々 な 構 成 部 品
を 評 価 す る た め に 超 音 波 振 動 子 を 使 用 す る 。 石 油 及 び 航 空 宇 宙 産 業 の よ う な そ の 他 の 産 業
で は 、 金 属 割 れ 、 溶 接 健 全 性 及 び 金 属 厚 さ に つ い て 構 成 部 品 を 検 査 す る た め に 超 音 波 振 動
子 を 使 用 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 構 成 部 品 の 検 査 に 先 立 っ て 、 超 音 波 振 動 子 は 較 正 さ れ な く て は な ら な い 。 較 正 結 果 を 用
い て 、 適 正 な ビ ー ム 角 度 を プ ロ グ ラ ミ ン グ し か つ ビ ー ム を 空 間 内 の 所 望 の 点 に 集 束 さ せ る
。 従 来 型 の 対 比 試 験 片 は 、 誘 導 角 の 正 確 な 較 正 の み を 可 能 に す る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 超 音 波 振 動 子 を 較 正 す る た め の 較 正 装 置 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 較 正 装 置 は 、 案 内 面 と 、 案 内 面 の 第 １ の 側 面 上 で 該 案 内 面 に 対 し て 支 持 さ れ た 角 度 ゲ
ー ジ と を 含 む 。 角 度 ゲ ー ジ は 、 案 内 面 上 の 超 音 波 振 動 子 の ス キ ュ ー 角 を 測 定 す る た め に 調
節 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 １ つ の 形 態 で は 、 角 度 ゲ ー ジ は 、 案 内 面 の 全 長 に 沿 っ て 摺 動 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 別 の 形 態 で は 、 角 度 ゲ ー ジ は 、 案 内 面 と 平 行 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ る 。 ゲ ー ジ ブ ロ ッ ク
は 、 角 度 ゲ ー ジ を 回 転 可 能 に 支 持 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 さ ら に 別 の 形 態 で は 、 第 １ の 較 正 面 が 、 案 内 面 の 第 １ の 側 面 内 に 形 成 さ れ る 。 超 音 波 振
動 子 は 、 第 １ の 較 正 面 に 超 音 波 を 送 る よ う に 案 内 面 上 に 載 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 別 の 形 態 で は 、 第 ２ の 較 正 面 が 、 案 内 面 の 第 １ の 側 面 内 に 形 成 さ れ る 。 超 音 波 振
動 子 は 、 第 ２ の 較 正 面 に 超 音 波 を 送 る よ う に 案 内 面 上 に 載 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら に 別 の 形 態 で は 、 角 度 ゲ ー ジ は 、 案 内 面 の 第 ２ の 側 面 上 で 該 案 内 面 と 平 行 に 支 持 さ
れ る よ う に 可 動 で あ る 。 較 正 面 は 、 案 内 面 の 第 ２ の 側 面 内 に 形 成 さ れ る 。 超 音 波 振 動 子 は
、 較 正 面 に 超 音 波 を 送 る よ う に 案 内 面 上 に 載 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 の 更 な る 応 用 可 能 範 囲 は 、 以 下 に 記 す 詳 細 な 説 明 か ら 明 ら か に な る で あ ろ う 。 以
下 の 詳 細 な 説 明 及 び 特 定 の 実 施 例 は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 を 示 し て は い る が 、 単 に
例 示 目 的 の も の で あ っ て 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 を 限 定 す る こ と を 意 図 す る も の で は な い こ
と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 は 、 詳 細 な 説 明 及 び 添 付 の 図 面 か ら 一 層 完 全 に 理 解 さ れ る よ う に な る で あ ろ う 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て の 以 下 の 説 明 は 、 事 実 上 単 に 例 示 的 な も の に 過 ぎ ず 、 決 し て
本 発 明 、 そ の 応 用 又 は 用 途 を 限 定 す る こ と を 意 図 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
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　 次 に 図 １ ～ 図 ４ を 参 照 す る と 、 こ れ ら の 図 は 較 正 装 置 １ ０ を 示 し て い る 。 較 正 装 置 １ ０
は 、 標 準 試 験 片 １ ２ と 該 標 準 試 験 片 に 摺 動 可 能 に 取 付 け ら れ た 角 度 ゲ ー ジ １ ４ と を 含 む 。
標 準 試 験 片 １ ２ は 、 上 部 案 内 面 １ ６ 、 底 部 案 内 面 １ ８ 、 前 面 ２ ０ 及 び 背 面 ２ ２ を 含 む 。 １
つ の 構 成 に よ る と 、 角 度 ゲ ー ジ １ ４ は 、 溝 ２ １ に 取 付 け ら れ て 、 前 面 ２ ０ を 横 切 っ て 摺 動
可 能 で あ る （ 図 １ 参 照 ） 。 別 の 構 成 に よ る と 、 角 度 ゲ ー ジ １ ４ は 、 溝 ２ ３ に 取 付 け ら れ て
、 背 面 ２ ２ を 横 切 っ て 摺 動 可 能 で あ る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 標 準 試 験 片 １ ２ は さ ら に 、 複 数 の 較 正 又 は 反 射 面 を 含 む 。 反 射 面 は 、 形 が 弓 形 で あ っ て
、 各 々 が 確 定 半 径 を 有 す る 。 反 射 面 は 弓 形 で あ る が 、 対 比 試 験 面 は 各 々 、 検 査 し よ う と す
る 構 成 部 品 の 幾 何 学 的 形 状 に 基 づ い て 、 そ の 他 の 形 状 で 形 成 で き る こ と を 理 解 さ れ た い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 第 １ の 反 射 面 ２ ４ は 、 第 １ の 半 径 （ ｒ １ ） に よ っ て 定 め ら れ 、 ま た 第 ２ の 反 射 面 ２ ６ は
、 第 ２ の 半 径 （ ｒ ２ ） に よ っ て 定 め ら れ る 。 上 部 案 内 面 １ ６ の 前 縁 部 ２ ８ 、 底 部 案 内 面 １
８ の 前 縁 部 ３ ０ 並 び に そ れ ぞ れ 第 １ 及 び 第 ２ の 反 射 面 ２ ４ 、 ２ ６ の 縁 部 ３ ２ 、 ３ ４ は 、 前
面 ２ ０ の 境 界 を 定 め る 。 第 ３ の 反 射 面 ３ ６ は 、 第 ３ の 半 径 （ ｒ ３ ） に よ っ て 定 め ら れ 、 ま
た 第 ４ の 反 射 面 ３ ８ は 、 第 ４ の 半 径 （ ｒ ４ ） に よ っ て 定 め ら れ る 。 第 ５ の 反 射 面 ４ ０ は 、
第 ５ の 半 径 （ ｒ ５ ） に よ っ て 定 め ら れ る 。 上 部 案 内 面 １ ６ の 後 縁 部 ４ ２ 、 底 部 案 内 面 １ ８
の 後 縁 部 ４ ４ 並 び に そ れ ぞ れ 第 ３ 、 第 ４ 及 び 第 ５ の 反 射 面 ３ ６ 、 ３ ８ 、 ４ ０ の 縁 部 ４ ６ 、
４ ８ 、 ５ ０ は 、 背 面 ２ ２ の 境 界 を 定 め る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 面 ２ ０ に 関 連 し て 言 え ば 、 第 １ の ス ク ラ イ ブ 線 ５ ２ は 、 第 １ の 半 径 の 中 心 点 を 示 す 。
第 ２ の ス ク ラ イ ブ 線 ５ ４ は 、 第 ２ の 半 径 の 中 心 点 を 示 す 。 第 １ の イ ン デ ッ ク ス 孔 ５ ６ が 、
第 ２ の 反 射 面 ２ ６ に 隣 接 し て 前 面 ２ ０ 内 に 穿 た れ る 。 一 連 の ス ク ラ イ ブ 角 度 線 ５ ８ が 、 第
１ の イ ン デ ッ ク ス 孔 ５ ６ か ら 前 縁 部 ２ ８ ま で 様 々 な 角 度 で 延 び る 。 第 １ の 角 度 線 、 第 ２ の
角 度 線 及 び 第 ３ の 角 度 線 は 各 々 、 垂 直 方 向 に 対 し て ４ ０ ° 、 ５ ０ ° 及 び ６ ０ ° の 角 度 で 延
び る 。 し か し な が ら 、 ス ク ラ イ ブ 角 度 線 ５ ８ の 特 定 の 角 度 は 、 設 計 要 件 に 従 っ て 変 更 で き
る こ と が 分 か る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 背 面 ２ ２ に 関 連 し て 言 え ば 、 第 ３ の ス ク ラ イ ブ 線 ６ ０ は 、 第 ３ の 半 径 の 中 心 点 を 示 し 、
第 ４ の ス ク ラ イ ブ 線 ６ ２ は 、 第 ４ の 半 径 の 中 心 点 を 示 す 。 第 ５ の ス ク ラ イ ブ 線 ６ ４ は 、 第
５ の 半 径 の 中 心 点 を 示 す 。 第 ２ の イ ン デ ッ ク ス 孔 ６ ６ が 、 第 ３ の 反 射 面 ３ ６ に 隣 接 し て 背
面 ２ ２ 内 に 穿 た れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 図 ５ を 参 照 す る と 、 角 度 ゲ ー ジ １ ４ は 、 そ れ に 対 し て ダ ブ テ ー ル レ ー ル ７ ２ と 支 持
体 ７ ４ と が 取 付 け ら れ る ス ラ イ ド プ レ ー ト ７ ０ を 含 む 。 ダ ブ テ ー ル レ ー ル ７ ２ は 、 ス ラ イ
ド プ レ ー ト ７ ０ の 溝 ７ ６ 内 に 嵌 め 込 ま れ 、 固 締 具 ７ ８ に よ っ て 該 溝 ７ ６ 内 に 固 定 さ れ る 。
支 持 体 ７ ４ は 、 固 締 具 ８ ２ に よ っ て ス ラ イ ド プ レ ー ト ７ ０ の 面 ８ ０ に 隣 接 し て 固 定 さ れ る
。 支 持 体 ７ ４ は 、 穴 ８ ４ と 、 ス ク ラ イ ブ 線 ８ ８ を 有 す る 指 示 ア ー ム ８ ６ と を 含 む 。 角 度 プ
レ ー ト ９ ０ が 、 支 持 体 ７ ４ 上 に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ る 。 ダ ブ テ ー ル レ ー ル ７ ２ の 拡 が っ た
側 は 、 角 度 ゲ ー ジ １ ４ が そ れ ぞ れ 前 面 ２ ０ 及 び 背 面 ２ ２ を 横 切 っ て 摺 動 す る の を 可 能 に す
る よ う に 、 溝 ２ １ 、 ２ ３ の い ず れ か 内 に 嵌 め 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 固 締 具 ９ ２ が 、 皿 又 は ス プ リ ン グ ワ ッ シ ャ ９ ４ と 角 度 プ レ ー ト ９ ０ 内 に 形 成 さ れ た 孔 ９
６ と を 貫 通 し て 受 け ら れ る 。 固 締 具 ９ ２ は 、 穴 ８ ４ 内 に 螺 合 さ れ て 角 度 プ レ ー ト ９ ０ を 支
持 体 ７ ４ に 固 定 す る 。 ス プ リ ン グ ワ ッ シ ャ ９ ４ は 角 度 プ レ ー ト ９ ０ に 対 し て 十 分 な 力 を 加
え て 、 角 度 プ レ ー ト ９ ０ が 固 締 具 ９ ２ の 周 り で 望 ま し く な い 回 転 を す る の を 防 止 す る 。 角
度 プ レ ー ト ９ ０ を 回 転 さ せ た い 時 に は 、 操 作 者 は 、 ス プ リ ン グ ワ ッ シ ャ ９ ４ の 力 に 抗 し て
上 向 き の 力 を 加 え 、 角 度 プ レ ー ト ９ ０ を 固 締 具 ９ ２ の 周 り で 回 転 さ せ る 。 角 度 プ レ ー ト ９
０ を そ こ ま で 回 転 さ せ る 特 定 の 角 度 は 、 線 ８ ８ を 角 度 プ レ ー ト ９ ０ 内 に ス ク ラ イ ブ し た 角
度 マ ー カ ９ ６ に 整 列 さ せ る こ と に よ っ て 決 定 さ れ る 。 角 度 プ レ ー ト ９ ０ は さ ら に 、 そ れ に
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対 す る 角 度 を 求 め よ う と す る 対 象 物 と 平 行 に 整 列 さ せ る 位 置 合 わ せ エ ッ ジ ９ ７ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 次 に 図 ６ 及 び 図 ７ を 参 照 し な が ら 較 正 装 置 １ ０ の 使 用 法 に つ い て 説 明 す る 。 超 音 波 振 動
子 １ ０ ０ は 、 最 初 に 、 ビ ー ム を 空 間 内 の 点 に 集 束 さ せ る た め の 所 望 の 誘 導 角 （ α ） 及 び ス
キ ュ ー 角 （ β ） で プ ロ グ ラ ミ ン グ さ れ る 。 必 要 と す る 特 定 の 反 射 面 に 応 じ て 、 超 音 波 振 動
子 １ ０ ０ を 上 部 又 は 底 部 案 内 面 １ ６ 、 １ ８ の １ つ 上 に 設 置 す る 。 反 射 面 は 、 構 成 部 品 の 幾
何 学 的 形 状 に 基 づ い て 選 択 さ れ る 。 例 え ば 、 構 成 部 品 が ２ イ ン チ の 外 径 を 有 す る 管 で あ る
場 合 、 ４ イ ン チ の 半 径 を 有 す る 反 射 面 を 選 択 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ６ 及 び 図 ７ の 例 示 的 な 実 施 形 態 で は 、 超 音 波 振 動 子 １ ０ ０ は 、 上 部 案 内 面 １ ６ 上 に 設
置 さ れ て い る 。 超 音 波 振 動 子 １ ０ ０ の ビ ー ム は 、 第 ２ の 反 射 面 ２ ６ に 向 か っ て 方 向 付 け ら
れ る 。 所 望 の 増 幅 応 答 が 得 ら れ る ま で 、 超 音 波 振 動 子 １ ０ ０ を 、 上 部 案 内 面 １ ６ を 横 切 っ
て 摺 動 さ せ か つ 上 部 案 内 面 １ ６ 上 の 所 定 の 位 置 で 回 転 さ せ る 。 所 望 の 振 幅 応 答 は 、 最 大 振
幅 応 答 と す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 最 大 振 幅 応 答 よ り も 小 さ い 振 幅 応 答 で も 、 特
定 の 材 料 分 析 に は 十 分 で あ る 場 合 が あ る こ と が 分 か る で あ ろ う 。 そ の よ う な 場 合 に は 、 所
望 の 振 幅 応 答 は 、 充 足 振 幅 応 答 と し て 定 め ら れ る 。 一 例 と し て 、 ４ ５ ° の 誘 導 角 の 場 合 、
所 望 の 振 幅 応 答 は 、 超 音 波 振 動 子 １ ０ ０ が 第 ２ の 反 射 面 ２ ６ に 対 し て ４ ５ ° で あ る 時 に 得
ら れ る 。 ４ ５ ° の 場 合 に は 、 超 音 波 振 動 子 １ ０ ０ は 、 半 径 （ ｒ ２ ） の 中 心 点 つ ま り 第 ２ の
ス ク ラ イ ブ 線 ５ ４ と ほ ぼ 整 列 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 所 望 の 振 幅 応 答 が 得 ら れ た ら 、 誘 導 角 （ α ） と ス キ ュ ー 角 （ β ） と が 確 認 さ れ る 。 誘 導
角 は 、 第 １ の イ ン デ ッ ク ス 孔 ５ ６ を 用 い て 確 認 さ れ る 。 イ ン デ ッ ク ス 孔 は 、 完 全 反 射 体 で
あ る 。 そ の 結 果 、 所 望 の 振 幅 応 答 は 、 第 １ の イ ン デ ッ ク ス 孔 ５ ６ に 向 け ら れ た ビ ー ム に よ
っ て 容 易 に 識 別 さ れ る 。 誘 導 角 は 、 角 度 線 ５ ８ に 対 し て 超 音 波 振 動 子 １ ０ ０ の 位 置 を 比 較
す る こ と に よ っ て 確 認 さ れ る 。 ス キ ュ ー 角 は 、 角 度 ゲ ー ジ １ ４ を 超 音 波 振 動 子 １ ０ ０ に 整
列 さ せ る こ と に よ っ て 確 認 さ れ る 。 位 置 合 わ せ エ ッ ジ ９ ７ が 超 音 波 振 動 子 １ ０ ０ に 隣 接 し
か つ 該 超 音 波 振 動 子 １ ０ ０ と 平 行 に な る ま で 、 角 度 プ レ ー ト ９ ０ を 回 転 さ せ る 。 ス キ ュ ー
角 は 、 線 ８ ８ が 指 し て い る 特 定 の 角 度 マ ー カ ９ ６ を 目 視 す る こ と に よ っ て 求 め ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 説 明 は 、 事 実 上 単 に 例 示 的 な も の に 過 ぎ ず 、 従 っ て 本 発 明 の 要 点 か ら 逸 脱 し な
い 変 更 は 、 本 発 明 の 技 術 的 範 囲 内 に あ る こ と を 意 図 し て い る 。 な お 、 特 許 請 求 の 範 囲 に 記
載 さ れ た 符 号 は 、 理 解 容 易 の た め で あ っ て な ん ら 発 明 の 技 術 的 範 囲 を 実 施 例 に 限 縮 す る も
の で は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
【 図 １ 】 較 正 装 置 の 前 面 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 較 正 装 置 の 後 面 斜 視 図 。
【 図 ３ 】 較 正 装 置 の 前 面 図 。
【 図 ４ 】 較 正 装 置 の 後 面 図 。
【 図 ５ 】 較 正 装 置 の 角 度 ゲ ー ジ の 分 解 図 。
【 図 ６ 】 角 度 ゲ ー ジ が 除 去 さ れ か つ 超 音 波 振 動 子 が そ の 上 に 配 置 さ れ た 状 態 の 較 正 装 置 を
示 す 、 図 ３ の 前 面 図 。
【 図 ７ 】 超 音 波 振 動 子 に 対 す る 角 度 ゲ ー ジ の 整 列 を 示 す 、 較 正 装 置 の 平 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 １ ０ 　 較 正 装 置
　 １ ２ 　 標 準 試 験 片
　 １ ４ 　 角 度 ゲ ー ジ
　 １ ６ 　 上 部 案 内 面
　 １ ８ 　 底 部 案 内 面
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　 ２ ０ 　 前 面
　 ２ １ 、 ２ ３ 　 溝
　 ２ ２ 　 背 面
　 ２ ４ 　 第 １ の 反 射 面
　 ２ ６ 　 第 ２ の 反 射 面
　 ３ ６ 　 第 ３ の 反 射 面
　 ３ ８ 　 第 ４ の 反 射 面
　 ４ ０ 　 第 ５ の 反 射 面
　 ５ ６ 　 第 １ の イ ン デ ッ ク ス 孔
　 ５ ８ 　 ス ク ラ イ ブ 角 度 線
　 ６ ６ 　 第 ２ の イ ン デ ッ ク ス 孔
　 ７ ０ 　 角 度 ゲ ー ジ ブ ロ ッ ク
　 ８ ６ 　 指 示 ア ー ム
　 ９ ０ 　 角 度 プ レ ー ト
　 ９ ７ 　 位 置 合 わ せ エ ッ ジ
　 １ ０ ０ 　 超 音 波 振 動 子
　 α 　 誘 導 角
　 β 　 ス キ ュ ー 角
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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